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平成２５年度愛知県食育推進会議 会議録 

 

１ 日 時 

平成２５年６月１２日（水） 午前１１時から１２時まで 

２ 場 所 

愛知県東大手庁舎４０９会議室 

３ 出席者 

会長及び委員２２名 

説明のために出席した者 農林水産部長始め２２名 

４ 議事の概要 

(1) 知事あいさつ 

本日は、大変お忙しい中、愛知県食育推進会議にご出席をいただき、誠にありがとう

ございます。委員の皆様方には日頃から本県行政の各般にわたり、多大なるご支援、ご

協力をいただいておりますことを、厚く御礼を申し上げます。 

食育の推進については、平成２３年度に策定しました第２次食育推進計画「あいち食

育いきいきプラン２０１５」に基づき、「啓発から実践へ」を基本コンセプトとして、こ

こにご参集の委員の皆様の協力のもと、様々な取組を行ってきたところでございます。 

これまでの２年間で、県内市町村の９６％が食育推進計画を作成・実施しておりまし

て、全国平均の６４％を大幅に上回っております。県内の食育への取組が確実に広がっ

てきております。 

食育につきましては、全国に先がけて条例を制定し、熱心に取り組んでまいりました。

その結果、小学校５年生の｢朝食の欠食割合｣について見ますと、平成２２年度の２．４％

から平成２４年度は１．６％へと減少し､一方｢朝食に野菜を食べている割合」は、６１％

から６７％へと増加しております。目標年度の平成２７年度に向け、着実に成果を上げ

ているものと考えております。 

本日は､平成２４年度の取組結果を取りまとめました「２０１３年版あいち食育いきい

きレポート(案)」や、「平成２５年度における食育推進の取組」についてご審議をいただ

くこととしております。 

今回のレポートの取組内容を見ますと、食育を進めるにあたりまして、講演会にとど

まらず、自分でも手軽に調理でき、しっかり噛むことにつながる料理のレシピを配付す

るといった、食育の実践にむすびつく活動や、食育をテーマに、複数の団体が連携・協

力して活動した事例など様々な取組が挙げられております。今後、このレポートが活用

され本会議や各団体の日頃の活動を通して相互の連携が深まり、食育の取組がさらに進
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むことを期待しているところでございます。 

さて、皆様もご承知のとおり、今月、６月は「食育月間」です。私も先週月曜日の定

例会見で、「おうちでごはんの日」のマークが入ったブルゾンを着て、食育の推進をＰＲ

したところでございます。１週間後の１９日は「食育の日」、「おうちでごはんの日」と

して、早めに帰宅して、家族や友人と一緒に楽しく食卓を囲むことを勧めています。皆

様におかれましては、是非、実践していただきたいと思っております。 

愛知県はおいしい農林水産物がとれる県です。こうしたものを、楽しくかつ賢く食べ

て健康づくりに役立てていただきたいと考えています。 

最後になりましたが、食育の実践による健康で活力ある愛知を実現するため、委員の

皆様方には、限られた時間ではございますが、忌憚のないご意見を賜りますようお願い

を申し上げ、開会にあたっての挨拶に代えさせていただきます。 

 

(2) 会議録署名人の指名 

川島委員と冨田委員を署名人に指名。 

 

(3) 議事 

ア あいち食育いきいきプラン２０１５について  

議長 

それでは、事務局から議題の（１）「２０１３年版あいち食育いきいきレポート（案）」

について説明をお願いします。 

【事務局】 

資料１－１及び１－２により説明。 

議長 

報告された取組１２９件の中から９件を選ぶのは大変だったと思うが、どういう観点

で選びましたか。 

【事務局】 

幅広い内容を含んだ取組もありますので、団体さんの意向と違う点もあるとは思いま

すが、内容を拝見させていただき、事務局で項目分けさせていただきました。その中で、

代表的なものでありますとか、目新しいものについて、９件を選ばせていただきました。 

 

議長 

ただいま、「２０１３年版あいち食育いきいきレポート（案）」について説明が終わり

ましたので、これにつきまして、ご意見、ご質問等を承りたいと存じます。 
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【補足説明・意見等】 

村上代理委員 

稲沢市でのネギ収穫、ぎんなん加工場での体験に参加された学校栄養職員の方々から

は、貴重な経験ができた、小学校へ伝えたい等、好意的な意見が寄せられました。平成

２０年から６回にわたって行っており、生産者と学校の架け橋になっていると考えてい

ます。生産者との交流をきっかけに、ＪＡ蒲郡市では、みかんゼリーが開発されました。

県域レベルだけでなく、地域レベルでも交流をやっていきたいと考えています。 

 

川島委員 

学校との連携ができると良いと思っています。説明の中で「もったいない」意識の話

がありましたが、牧場で体験した子たちが、給食で牛乳を残さないようになったという

話も聞いています。他団体と連携するために食育推進課が間に入っていただけるとあり

がたいです。 

 

議長 

 他に意見はありませんか。それでは、特にご意見もないようですので、議題（１）に

つきましては、ご了解いただきたいと存じます。本案をもって、承認とさせていただく

ことで、よろしいでしょうか。 
 

（異議なし） 
 
イ 平成２５年度における食育推進の取組について  

議長 

次に、議題の（２）「平成２５年度における食育推進の取組」について、事務局から説

明をしてください。 

 

【事務局】 

資料２により説明。 

 

議長 

ただいま、「平成２５年度における食育推進の取組」について、説明が終わりましたの

で、これにつきまして､補足説明、ご意見、ご質問等を承りたいと存じます。 

 

【補足説明・意見等】 

渡辺委員 

平成２３年度から｢もっと噛んで歯ッピーレシピコンテスト｣を開催しており、中学生
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以下のキッズレシピ部門、地元の食材を食べようということで、地産地消の部門、高齢

者向けの３部門を対象に開催しています。 

平成２３、２４年度は、愛知県栄養士会との共催で開催し、今年度からは愛知県教育

委員会にも協力いただいて開催いたします。 

 

小田委員 

子どもの｢食のアレルギーの問題｣についての取組がひとつくらいあっても良いかと思

います。 

 

議長 

事務局どうですか。 

 

【事務局】 

食育推進の３本柱のうちどこに位置づけるかということも含めて持ち帰らせていただ

き検討させていただきます。 

 

野田委員 

私は小学校での農林水産業体験学習が大切であると考えています。 

愛知県が平成１８年に食育推進プランを作成し、食育における体験学習の取組を始めた

ときの小学校６年生が、今高校３年生になっています。青年期になって、この食と農を

結びつける体験学習が生きてくるのではないかと期待しています。 

 

渡会委員 

農業体験についての田原市の取組を紹介します。保育園と小学校のすべてで体験学習

を行っています。こうした学習を通して、子どもの心が豊かになるのではないかと思っ

ています。 

漁業についても小学校で板海苔の加工体験をしていますし、成章高校では地元の漁師

による調理実習も行われています。我々は、耕うんとか、栽培指導といった場面でしか

関われませんが、ＰＴＡの親御さんと連携し取り組んでいきたいと考えています。 

 

山本委員 

 愛知県経営者協会では、加入会社の女性の活躍を推進しています。女性の職場進出の

サポートの面からも男性でもできる料理とか、簡単に調理でき栄養に気をつけた料理レ

シピなど、日々食事を作る側に立った取組が必要だと思います。 
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小椋委員 

「おうちでごはんの日」の趣旨は、産業労働部で取り組んでいるワーク・ライフ・バ

ランス（仕事と生活の調和）とも趣旨が合うと思います。部局の縦割りでなく、全庁一

体となった横断的な取組をお願いしたい。 

 

議長 

事務局どうですか。 
 
【事務局】 

他部局とも協力して、横断的な取組をさせていただきます。 

 

小林委員 

食育ボランティアをしていますが、他との連携が大事だと思います。先日、醸造企業

さんとの連携で、日進市の耕作放棄地で栽培した、梅の実を使って、梅サワーの講習会

を開催することができました。 

学校教育と食育の連携も重要であると考えています。別分野と連携するために、食育

推進課さんが中に入っていただけるとありがたいです。 

 

金代理委員 

公開講座を開催していましたが、これで十分とは考えていません。今後は、他団体と

連携し、漢方と食文化についての講座ができると良いと考えています。 

 

小池委員 

他と連携するといろいろできることが理解できました。少しの労力やお金で大きな効

果が得られるようにうまく連携できると良いと思います。 

表示の関係や体験学習などいろいろやれるとは思いますが、スーパーの店舗スペース

をうまく使っていただければと考えています。 

 

酒井委員 

子ども向けの食育の場合、小学校から中学校へなど大きくなっていくにつれ、ステッ

プアップしていく必要があるので、幼児から小学校、中学校への食育の取組の連携が大

切であると思います。 

 

議長 

いろいろと貴重なご意見をありがとうございました。 
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ただ今のご意見を踏まえ、本年度の食育の推進につきましては、県を始めとして、そ

れぞれの団体や県内の各市町村が、互いに連携しながら積極的に進めてまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 

ウ その他 

議長 

次に議題の（３）「その他」について、事務局から何かありますでしょうか。 

 

【事務局】 

特にございません。 

 

議長 

それでは、全体を通じて何かご意見、ご質問等がございましたらお願いします。 

 

金代理委員 

農薬、添加物についての啓発活動も必要であると思います。薬剤師会としては、他団

体との連携もしていきたいと考えています。 

 

議長 

委員の皆様方には、議事の進行にご協力をいただきまして、大変、ありがとうござい

ました。 

 

                                    以上 

議事録署名者 


